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浜松市総合計画について 

1 総合計画とは 

  総合計画（基本構想）は、1969 年から 2011 年まで、地方自治法に基づき「その地域における総

合的かつ計画的な行政の運営を図るため」に全国の市町村で策定されてきました。 

地方自治法における総合計画（基本構想）の規定がなくなって以降も、浜松市では、市が進むべ

き方向を定め、市民の皆様と共有する未来の理想の姿を設定し、市民ニーズを捉えた最適な資源配

分の考え方を定めることが重要であると考え、2014 年 12 月に総合計画を定めました。 

なお、総合計画（基本構想・基本計画）の策定、変更又は廃止に当たっては、「浜松市市政に係

る重要な計画の議決等に関する条例」により、あらかじめ、議会の議決を経なければならないとさ

れています。 

2 計画の構成について 

次世代に責任が持てる政策を立案するためには、中長期的な視野を持って将来をしっかり見通す

ことが必要である、との観点から、バックキャスティング方式により、総合計画を策定しています。 

現行の総合計画は、基本構想、基本計画、実施計画の 3 層構造としており、基本構想では、世代

を通じて共感できる「未来」を創造するために、1 世代（=30 年）先の未来の理想の姿を定め、基

本計画においては未来の理想の姿の実現に向けて、長期的な展望に立って総合的な政策を定めてい

ます。また、実施計画は基本計画に掲げた 10 年後の姿を達成するため、事業実施の核として毎年

度作成し、計画的な進捗管理を行うことを通じて、将来にわたって市民の皆様が幸せに暮らし、豊

かさを実感できる取組を行っています。 

 【浜松市総合計画の構成・期間・内容】 

基本構想

（30年）
世代を通じて共感できる

「未来」を創造

基本計画

（10年）
次世代に責任が持てる

「いま」を創造

実施計画

（1年）
目標の達成に向けて

毎年度策定

        図：バックキャスティング方式のイメージ 

資料 1 

2015～2024年
（10年間）

2015～2044年（30年間）
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3 基本構想・基本計画の概要 
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4 戦略計画を核とする経営の仕組み 

実施計画は、政策実現のために進める具体的な事業を示す計画として毎年策定しています。実施

計画は、当該年度の重点的な取り組み及び本市が取り組む 100 以上の政策、900 以上の事業を網羅し

た政策・事業シートで構成しており、PDCA サイクルを通じて、①意思決定の仕組み、②資源配分の

仕組み、③分かりやすい市政情報の提供を図っています。 
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○アンケートの発送、回収、集計

○アンケートの分析

○広聴モニター調査の実施

集計

○特別委員会

・浜松市総合計画の概要

・市民意識調査（アンケート）中間報告等

○第1回検討委員会
・浜松市総合計画の概要

・市民意識調査（アンケート）中間報告等

○第2回検討委員会
・現行計画の評価・検証結果

・市民意識調査（アンケート）最終報告等

○特別委員会

・現行計画の評価・検証結果

・市民意識調査（アンケート）最終報告等

○特別委員会

・策定の進め方

・スケジュール

○第3回検討委員会
・基本計画（素案）

・基本計画の指標（素案）

○パブリック・コメントの実施

○第4回検討委員会
・基本計画（最終案）

・基本計画の指標（最終案）

○議決

○特別委員会

・基本計画（素案）

・基本計画の指標（素案）

○特別委員会

・基本計画パブリック・コメント案 等

○特別委員会

・基本計画（最終案）

・基本計画の指標（最終案）

○区協議会への諮問

○区協議会の答申

○議案提出
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市民意識調査（アンケート）の中間報告について 

1 市民意識調査について 

ウェルビーイング1の視点を取り入れ、市民が幸福を実感できる基本計画の策定に向け、生活満足

度や重要度について、アンケート調査を行ったことから、中間報告として回答の単純集計結果を報

告する。 

今後は回答結果についてさらに分析を進め、次回会議にて報告するとともに、政策立案の基礎資

料とする。 

2 調査概要 

調査地域：浜松市全域 

発 送 数：5,000 人（満 18 歳以上の市民 5,000 人） 

抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法：質問紙郵送法（Web 回答も可） 

調査期間：2023 年 11月 17 日～2023 年 12 月 10 日 

有効回収数：2,640 人（郵送：1890 人、Web：750 人） 

有効回収率：52.8% 

3 調査内容 

(1)アンケート構成（合計 49 指標）別紙 1：指標・質問文一覧表 

アンケートの質問文（指標）は「総合指標」、「分野指標」、「個別指標」の 3 層構成としている。 

①総合指標（8指標） 

     幸福実感、暮らしの満足といった分野横断的で総合的な実感を把握するための質問。 

②分野指標（7指標） 

各分野に関する実感を把握するための質問。 

③個別指標（34指標） 

各分野に関する具体的な項目について実感を把握するための質問。 

1 ウェルビーイング：WHO の健康の定義によると「健康の定義身体的、精神的、社会的に良好な状態

（well-being）」を指す。 

資料 3 
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 (2)質問内容別紙 2：調査票 

  ①分野ごとの質問（分野指標+個別指標） ※別紙 2：調査票 P1～P8 

「産業経済」、「子育て・教育」、「安全・安心・快適」、「環境・エネルギー」、「健康・福祉」、

「文化・生涯学習」、「地方自治・都市経営」の 7 分野に関して、現在の実感と、自身の幸せに

とって重要だと思う項目を質問した。 

ア 実感に関する回答方法 

分野指標及び個別指標について「感じる」、「やや感じる」、「どちらともいえない」、「あま

り感じない」、「感じない」の 5段階評価 +「わからない」のいずれかを選択。 

イ 重要度に関する回答方法 

個別指標のうち「あなたの幸せにとって特に重要だと思うもの」として 1～3位までの順位

を回答。 

②すべての分野に関する質問 ※別紙 2：調査票 P9～P10

幸福実感や暮らしの満足といった分野横断的で総合的な内容に関して、現在の実感や自身の

幸せにとって重要だと思う項目を質問した。 

ア 実感に関する回答方法 

     ・幸福や暮らしの満足に関する総合的な 3 指標について「とても幸せ」を 10 点、「とても

不幸」を 0点とする 11段階評価のいずれかを選択。 

・生活実感に関する分野横断的な 5 指標について「感じる」、「やや感じる」、「どちらとも

いえない」、「あまり感じない」、「感じない」の 5 段階評価 +「わからない」のいずれか

を選択。 

イ 重要度に関する回答方法 

・「産業経済」、「子育て・教育」、「安全・安心・快適」、「環境・エネルギー」、「健康・福祉」、

「文化・生涯学習」、「地方自治・都市経営」の 7分野について「あなたの幸せにとって現

在重要だと思うもの」として 1～7位までの順位を回答。 

・上記 7 分野について「あなたの幸せにとって 10 年後に重要だと思うもの」として 1～3

位までの順位を回答。 

(3)アンケートの集計と可視化の手法 

  実感や重要度に関する回答の単純集計の他、指標ごとに実感度と重要度を以下のとおり点数化し、

散布図により可視化した。 

・実感度：項目ごとに回答者の点数を合計し、回答数（無回答者は除く）で割った値 

・重要度：第 1位を 3点、第 2位を 2点、第 3位を 1点として合計した得点を全回答数(2,640 人)

で割った値 

・散布図を 4つの領域に区分することで、実感度と重要度の乖離等について確認する。 

※実感度と重要度の関係のイメージ 

実感度：高い 

重要度：低い 

実感度：高い 

重要度：高い 

実感度：低い 

重要度：高い 

実感度：低い 

重要度：低い 

第 1象限 第 2象限 

第 3象限 第 4象限 

・散布図は分野ごとに作成している 

・実感度と重要度の平均値を分岐点として、

4 つの領域に区分した（第 1～第 4象限） 

（解釈の例） 

第 4 象限：幸せにとって、重要度は高い

が、実感度は低い指標

(10)



3 

3 調査結果の概要 

(1)回答者の属性 

①性別  

 人数(人) 構成比(%) 

女性 1,427 54.1 

男性 1,103 41.8 

その他 3 0.1 

選べない 9 0.3 

無回答 98 3.7 

全  体 2,640 100.0 

②年齢 

 人数(人) 構成比(%) 

18～19 歳 39 1.5 

20 歳代 229 8.7 

30 歳代 296 11.2 

40 歳代 425 16.1 

50 歳代 509 19.3 

60～64 歳 282 10.7 

65～69 歳 277 10.5 

70～74 歳 320 12.1 

75 歳以上 248 9.4 

無回答 15 0.6 

全  体 2,640 100.0 

③国籍・地域 

人数(人) 構成比(%) 

日本 2,595 98.3 

ブラジル 8 0.3 

フィリピン 4 0.2 

ベトナム 6 0.2 

その他 17 0.6 

無回答 10 0.4 

全  体 2,640 100.0 

（単位：％） 

（単位：％） 

（単位：％） 
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④職業 

人数(人) 構成比(%) 

勤め人 1,484 56.2 

商工・サービス・自由業 

（自営・家族従事者） 
237 9.0 

農林水産業 

（自営・家族従事者） 
41 1.6 

家事専業 237 9.0 

学生 82 3.1 

無職 494 18.7 

その他 50 1.9 

無回答 15 0.6 

全  体 2,640 100.0 

⑤浜松市での居住年数 

 人数(人) 構成比(%) 

3 年未満 100 3.8 

3 年以上 

5 年未満 
76 2.9 

5 年以上 

10 年未満 
134 5.1 

10 年以上 

20 年未満 
303 11.5 

20 年以上 2,014 76.3 

無回答 13 0.5 

全  体 2,640 100.0 

⑥家族数 

 人数(人) 構成比(%) 

１人 306 11.6 

２人 805 30.5 

３人 648 24.5 

４人 532 20.2 

５人 195 7.4 

６人以上 141 5.3 

無回答 13 0.5 

全  体 2,640 100.0 

（単位：％） 

（単位：％） 

（単位：％） 
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⑦居住形態 

 人数(人) 構成比(%) 

持ち家（一戸建て） 1,977 74.9 

持ち家（集合住宅） 134 5.1 

借家 63 2.4 

賃貸アパート・賃貸

マンション 
388 14.7 

公営住宅 25 0.9 

社宅・寮 25 0.9 

その他 10 0.4 

無回答 18 0.7 

全  体 2,640 100.0 

⑧居住エリア（3区で集計） 

 人数(人) 構成比(%) 

中央区 1,973 74.7 

浜名区 524 19.8 

天竜区 89 3.4 

無回答 54 2.0 

全体 2,640 100.0 

（参考） 

 人数(人) 構成比(%) 

中区 778 29.5 

東区 406 15.4 

西区 347 13.1 

南区 327 12.4 

北区 301 11.4 

浜北区 338 12.8 

天竜区 89 3.4 

無回答 54 2.0 

全体 2,640 100.0 

（単位：％） 

（単位：％） 
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⑨子どもの年代（複数回答） 

人数(人) 構成比(%) 

いない 995 37.7 

未就学児 264 10.0 

小学生 274 10.4 

中学生 181 6.9 

高校生の年代 

（一般的に15～18歳） 
216 8.2 

大学生以上の年代

（一般的に18歳以上） 
1,087 41.2 

無回答 37 1.4 

全  体 2,640 100.0 

(14)
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(2)調査結果 

①分野ごとの回答結果 

【産業経済】 

指標※「★」・・・分野指標 質問文

生活の安定 あなたは、生活を送るために必要な収入を得ることができていると感じますか。

ワーク・ライフ・バランス あなたは、仕事と生活とのバランスが取れていると感じますか。

まちの産業 浜松市の企業は元気で活力があると感じますか。

中心市街地のにぎわい 浜松市の中心市街地はにぎわいがあると感じますか。

まちの魅力 浜松市は、市外から人が訪れたくなる魅力のあるまちだと思いますか。

農林水産物のブランド化 浜松産の農林水産物は、ブランドとして評価されていると感じますか。

経済活動★ 浜松市の経済活動（市民の消費、企業の活動など）は盛んだと感じますか。

★：分野指標 

・「生活の安定」、「ワーク・ライフ・バランス」

の指標については、実感度、重要度ともに高

い。 

・「中心市街地のにぎわい」、「まちの魅力」の指

標については、実感度及び重要度ともに低い。 

・「まちの産業」、「農林水産物のブランド化」の

指標については、実感度は高いが、重要度は

低い。 
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【子育て・教育】 

指標※「★」・・・分野指標 質問文

教育環境の充実 あなたの暮らしている地域では、教育環境が整っていると感じますか。

「生きる力」の習得
あなたの暮らしている地域では、子どもが社会で生活していく上で、必要な知識や
技能、社会性、体力などを身につけられる教育がされていると感じますか。

子育て支援の充実 あなたの暮らしている地域では、子育て支援が手厚いと感じますか。

家族・地域の理解・協力 あなたのご家族や暮らしている地域の方は、子育てに関する理解や協力があると感じますか。

子どもを生み育てる環境★ あなたの暮らしている地域では、子どもを生み育てやすい環境が整っていると感じますか。

★：分野指標 

・「「生きる力」の習得」の指標については、

実感度、重要度ともに高い。 

・「子育て支援の充実」の指標については、重

要度は高いが実感度は低い。 

・「教育環境の充実」、「家族・地域の理解・協

力」は実感度は高いが、重要度は低い。
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【安全・安心・快適】 

指標※「★」・・・分野指標 質問文

防災性 あなたの暮らしている地域で、災害の危険を感じますか。

防犯性 あなたの暮らしている地域で、犯罪への不安を感じますか。

交通安全性 あなたの暮らしている地域で、交通事故の危険を感じますか。

道路快適性
あなたの暮らしている地域では、自動車、自転車、徒歩などにより、快適な移動ができる道路が
整備されていると感じますか。

生活サービス施設の充実
あなたの暮らしている地域の生活サービス施設（医療・福祉、買物、文化、公共交通など）は
充実していると感じますか。

まちなみの良さ あなたの暮らしている地域のまちなみ（景観・緑など）は良いと感じますか。

安全・安心・快適の実感★ あなたの暮らしている地域は、安全・安心で住みやすいと感じますか。

★：分野指標 

「※」の指標は質問文で「危険を感じますか」、「不安を感じますか」の負の実感を尋ねていることに留意が必要 

※ 

※ 

※ 

・「防犯性」、「生活サービス施設の充実」の指

標については、実感度、重要度ともに高い。 

・「交通安全性」、「道路快適性」の指標につい

ては、実感度、重要度ともに低い。 

・「防災性」の指標については、重要度は高い

が、実感度は低い。 

・「まちなみの良さ」の指標については、実感

度は高いが、重要度は低い。

(17)
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【環境・エネルギー】 

指標※「★」・・・分野指標 質問文

ごみの減量・資源化
あなたの暮らしている地域では、ごみの減量やリサイクルなど環境に配慮した取組が
進んでいると感じますか。

自然環境の豊かさ あなたの暮らしている地域では、豊かな自然が守られ、自然と触れあう暮らしができていると感じますか。

生活環境の快適さ あなたの暮らしている地域の生活環境（大気、水、土壌など）には、大きな問題はないと感じますか。

再生可能エネルギー・
省エネルギー

あなたの暮らしている地域で、地球温暖化防止のため、再生可能エネルギーの導入や
省エネルギーの取組が十分にされていると感じますか。

生活環境の良好度★ あなたの暮らしている地域は、快適で良好な環境にあると感じますか。

★：分野指標 

・「自然環境の豊かさ」、「生活環境の快適さ」

の指標については、実感度、重要度ともに

高い。 

・「再生可能エネルギー・省エネルギー」

の指標については、実感度、重要度とも

に低い。 

・「ごみの減量・資源化」の指標について

は、実感度は高いが、重要度は低い。
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【健康・福祉】 

指標※「★」・・・分野指標 質問文

高齢者福祉の充実 あなたの暮らしている地域は、高齢者が暮らしやすい環境だと感じますか。

障がい者福祉の充実 あなたの暮らしている地域は、障がい者が暮らしやすい環境だと感じますか。

予防・健康
あなたの暮らしている地域では、生活習慣病対策など、健康的な生活を送るための相談や
指導を受けられる環境が整っていると感じますか。

健康づくり あなたの暮らしている地域では、ウォーキングや体操などの健康づくりの意欲が高いと感じますか。

医療の充実
あなたの暮らしている地域では、安心してかかることができる医療機関（病院や薬局など）が
充実していると感じますか。

福祉・医療の充実★ あなたの暮らしている地域で、福祉・医療の面において安心して生活ができていると感じますか。

★：分野指標 

・「医療の充実」の指標については、実感度、重

要度ともに高い。 

・「障がい者福祉の充実」、「予防・健康」の指

標については、実感度、重要度ともに低い。 

・「高齢者福祉の充実」の指標については、重

要度は高いが、実感度は低い。 

・「健康づくり」の指標については、実感度は

高いが、重要度は低い。

(19)
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【文化・生涯学習】 

指標※「★」・・・分野指標 質問文

スポーツ 浜松市では、スポーツを観戦する機会が充実していると感じますか。

生涯学習環境の充実 あなたの暮らしている地域では、生涯にわたって学習できる環境が充実していると感じますか。

歴史文化への愛着 あなたは、暮らしている地域の歴史文化に愛着や誇りを感じますか。

芸術・文化の場
あなたの暮らしている地域では、音楽や芸術を鑑賞できる場や文化活動に参加できる場が
整っていると感じますか。

興味・関心事への取組★ あなたは、興味・関心のあることに取り組むことができていると感じますか。

★：分野指標 

・「芸術・文化の場」の指標については、実感

度、重要度ともに高い。 

・「スポーツ」の指標については、実感度、

重要度ともに低い。 

・「生涯学習環境の充実」の指標については、

重要度は高いが、実感度は低い。 

・「歴史文化への愛着」の指標については、

実感度は高いが、重要度は低い。

(20)
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【地方自治・都市経営】 

指標※「★」・・・分野指標 質問文

地域行政 浜松市は、市民のことを真剣に考えていると思いますか。

文化的寛容性
あなたの暮らしている地域には、文化や言語が自分と異なる人々を理解しようとする雰囲気が
あると感じますか。

地域とのつながり あなたの暮らしている地域では、自治会や地域行事などの地域活動への参加が盛んだと感じますか。

地域における活躍 あなたの暮らしている地域では、年齢や性別にかかわらず誰もが活躍出来ていると感じますか。

暮らしのデジタル化 あなたの暮らしている地域では、仕事や日常生活の場でデジタルサービスを利用しやすいと感じますか。

地域への愛着★ あなたは、暮らしている地域に対する愛着を持っていますか。

★：分野指標 

・「暮らしのデジタル化」の指標については、

実感度、重要度ともに低い。 

・「地域行政」、「地域における活躍」の指標

については、重要度は高いが、実感度は

低い。 

・「文化的寛容性」、「地域とのつながり」の

指標については、実感度は高いが、重要

度は低い。

(21)
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③すべての分野に関する回答結果 

【総合指標№1から№3】 

とても

幸せ

10 

9 8 7 6 5 4 3 2 1 
とても

不幸 0 
無回答 全体 

人数(人) 163 168 532 532 352 484 137 154 58 24 22 14 2,640 

構成比(%) 6.2 6.4 20.2 20.2 13.3 18.3 5.2 5.8 2.2 0.9 0.8 0.5 100.0 

とても

満足 

１０ 

9 8 7 6 5 4 3 2 1 

とても

不満足

０ 

無回答 全体 

人数(人) 115 146 461 526 399 523 161 169 62 34 28 16 2,640 

構成比(%) 4.4 5.5 17.5 19.9 15.1 19.8 6.1 6.4 2.3 1.3 1.1 0.6 100.0 

とても

幸せ 

１０ 

9 8 7 6 5 4 3 2 1 

とても

不幸 

０ 

無回答 全体 

人数(人) 51 85 404 608 479 665 143 117 31 15 18 24 2,640 

構成比(%) 1.9 3.2 15.3 23.0 18.1 25.2 5.4 4.4 1.2 0.6 0.7 0.9 100.0 

質問文指標

幸福実感 現在、あなたはどの程度幸せですか。

質問文指標

暮らしの満足 現在、あなたは浜松市での暮らしにどの程度満足していますか。

質問文指標

協調的幸福 あなたにとって、身近なまわりの人や大切な人は、大体、どれぐらい幸せだと思いますか。

平均：6.40 

平均：6.16 

平均：6.10 

(22)
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【総合指標№4から№8】 

質問文指標

住みやすさ

運動の実施

あなたは、これからも浜松市に住み続けたいと感じますか。

あなたは、体を動かしたり運動したりすることができていると感じますか。

あなたは、身体的に健康な状態だと感じますか。

あなたは、精神的に健康な状態だと感じますか。

あなたは、心が安らぐ時間を持つことができていると感じますか。

身体的健康

精神的健康

時間的ゆとり

(23)
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【幸せにとって現在重要だと思う分野】 

質問文 

次の７つの分野について、あなたの幸せにとって現在重要だと思う順に、記入欄に順位（１～７位）を記入

してください。 

分野 概要 

産業経済 
収入やワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）、地域経済、 

中心市街地のにぎわいなどについて 

子育て・教育 子育て・教育の環境やこどもの成長などについて 

安全・安心・快適 
犯罪や事故、災害に対する安全・安心や生活サービス施設の充実など 

について 

環境・エネルギー 環境に配慮した取組や快適で良好な環境などについて 

健康・福祉 
高齢者や障がい者が暮らしやすい福祉サービスや健康づくりの取組、 

医療機関の充実などについて 

文化・生涯学習 
スポーツ観戦の機会や生涯学習の環境、地域の歴史・芸術・文化など 

について 

地方自治・都市経営 
文化や言語が異なる人々の理解や自治会などの地域活動、日常生活 

におけるデジタル化などについて 

※重要度：第 1 位を 7 点、第 2 位を 6 点・・・第 7 位を 1 点として合計した得点を全回答数(2,640 人)

で割った値 

※ 

(24)
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【幸せにとって 10 年後に重要だと思う分野】 

質問文 

あなたの幸せにとって 10年後に重要だと思うものを選び、第 1位から第 3位までの順に、分野の番号 

（①～⑦）を記入してください。 

分野 概要 

①産業経済 
収入やワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）、地域経済、 

中心市街地のにぎわいなどについて 

②子育て・教育 子育て・教育の環境やこどもの成長などについて 

③安全・安心・快適 
犯罪や事故、災害に対する安全・安心や生活サービス施設の充実など 

について 

④環境・エネルギー 環境に配慮した取組や快適で良好な環境などについて 

⑤健康・福祉 
高齢者や障がい者が暮らしやすい福祉サービスや健康づくりの取組、 

医療機関の充実などについて 

⑥文化・生涯学習 
スポーツ観戦の機会や生涯学習の環境、地域の歴史・芸術・文化など 

について 

⑦地方自治・都市経営 
文化や言語が異なる人々の理解や自治会などの地域活動、日常生活 

におけるデジタル化などについて 

※1～3位で順位付けされた比率を分野ごとに示している 

※重要度：第 1位を 3点、第 2位を 2点、第 3位を 1点として合計した得点を全回答数(2,640 人) 

で割った値 

※ 

(25)
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【分野に関する現在と 10 年後の重要度の比較】 

現在の重要度 10 年後の重要度 

重要度 分野ごとの順位 重要度 分野ごとの順位 

産業経済 5.05 2 位 1.36 3 位 

子育て・教育 4.17 4 位 0.90 4 位 

安全・安心・快適 5.39 1 位 1.44 2 位 

環境・エネルギー 3.15 5 位 0.43 5 位 

健康・福祉 4.63 3 位 1.47 1 位 

文化・生涯学習 2.33 6 位 0.14 6 位 

地方自治・都市経営 1.93 7 位 0.11 7 位 

※下線は、分野ごとの順位について、現在の重要度と 10年後の重要度で異なるもの 

(26)



指標・質問文一覧表

総合指標(8)

№

1

2

3

4

5

6

7

8

分野指標+個別指標(41)

№ 指標※「★」・・・分野指標 質問文

9 生活の安定 あなたは、生活を送るために必要な収入を得ることができていると感じますか。

10 ワーク・ライフ・バランス あなたは、仕事と生活とのバランスが取れていると感じますか。

11 まちの産業 浜松市の企業は元気で活力があると感じますか。

12 中心市街地のにぎわい 浜松市の中心市街地はにぎわいがあると感じますか。

13 まちの魅力 浜松市は、市外から人が訪れたくなる魅力のあるまちだと思いますか。

14 農林水産物のブランド化 浜松産の農林水産物は、ブランドとして評価されていると感じますか。

15 経済活動★ 浜松市の経済活動（市民の消費、企業の活動など）は盛んだと感じますか。

16 教育環境の充実 あなたの暮らしている地域では、教育環境が整っていると感じますか。

17 「生きる力」の習得
あなたの暮らしている地域では、子どもが社会で生活していく上で、必要な知識や
技能、社会性、体力などを身につけられる教育がされていると感じますか。

18 子育て支援の充実 あなたの暮らしている地域では、子育て支援が手厚いと感じますか。

19 家族・地域の理解・協力 あなたのご家族や暮らしている地域の方は、子育てに関する理解や協力があると感じますか。

20 子どもを生み育てる環境★ あなたの暮らしている地域では、子どもを生み育てやすい環境が整っていると感じますか。

21 防災性 あなたの暮らしている地域で、災害の危険を感じますか。

22 防犯性 あなたの暮らしている地域で、犯罪への不安を感じますか。

23 交通安全性 あなたの暮らしている地域で、交通事故の危険を感じますか。

24 道路快適性
あなたの暮らしている地域では、自動車、自転車、徒歩などにより、快適な移動ができる道路が
整備されていると感じますか。

25 生活サービス施設の充実
あなたの暮らしている地域の生活サービス施設（医療・福祉、買物、文化、公共交通など）は
充実していると感じますか。

26 まちなみの良さ あなたの暮らしている地域のまちなみ（景観・緑など）は良いと感じますか。

27 安全・安心・快適の実感★ あなたの暮らしている地域は、安全・安心で住みやすいと感じますか。

28 ごみの減量・資源化
あなたの暮らしている地域では、ごみの減量やリサイクルなど環境に配慮した取組が
進んでいると感じますか。

29 自然環境の豊かさ あなたの暮らしている地域では、豊かな自然が守られ、自然と触れあう暮らしができていると感じますか。

30 生活環境の快適さ あなたの暮らしている地域の生活環境（大気、水、土壌など）には、大きな問題はないと感じますか。

31
再生可能エネルギー・
省エネルギー

あなたの暮らしている地域で、地球温暖化防止のため、再生可能エネルギーの導入や
省エネルギーの取組が十分にされていると感じますか。

32 生活環境の良好度★ あなたの暮らしている地域は、快適で良好な環境にあると感じますか。

33 高齢者福祉の充実 あなたの暮らしている地域は、高齢者が暮らしやすい環境だと感じますか。

34 障がい者福祉の充実 あなたの暮らしている地域は、障がい者が暮らしやすい環境だと感じますか。

35 予防・健康
あなたの暮らしている地域では、生活習慣病対策など、健康的な生活を送るための相談や
指導を受けられる環境が整っていると感じますか。

36 健康づくり あなたの暮らしている地域では、ウォーキングや体操などの健康づくりの意欲が高いと感じますか。

37 医療の充実
あなたの暮らしている地域では、安心してかかることができる医療機関（病院や薬局など）が
充実していると感じますか。

38 福祉・医療の充実★ あなたの暮らしている地域で、福祉・医療の面において安心して生活ができていると感じますか。

39 スポーツ 浜松市では、スポーツを観戦する機会が充実していると感じますか。

40 生涯学習環境の充実 あなたの暮らしている地域では、生涯にわたって学習できる環境が充実していると感じますか。

41 歴史文化への愛着 あなたは、暮らしている地域の歴史文化に愛着や誇りを感じますか。

42 芸術・文化の場
あなたの暮らしている地域では、音楽や芸術を鑑賞できる場や文化活動に参加できる場が
整っていると感じますか。

43 興味・関心事への取組★ あなたは、興味・関心のあることに取り組むことができていると感じますか。

44 地域行政 浜松市は、市民のことを真剣に考えていると思いますか。

45 文化的寛容性
あなたの暮らしている地域には、文化や言語が自分と異なる人々を理解しようとする雰囲気が
あると感じますか。

46 地域とのつながり あなたの暮らしている地域では、自治会や地域行事などの地域活動への参加が盛んだと感じますか。

47 地域における活躍 あなたの暮らしている地域では、年齢や性別にかかわらず誰もが活躍出来ていると感じますか。

48 暮らしのデジタル化 あなたの暮らしている地域では、仕事や日常生活の場でデジタルサービスを利用しやすいと感じますか。

49 地域への愛着★ あなたは、暮らしている地域に対する愛着を持っていますか。

質問文指標

産業経済

幸福実感

暮らしの満足

協調的幸福

住みやすさ

運動の実施

現在、あなたはどの程度幸せですか。

現在、あなたは浜松市での暮らしにどの程度満足していますか。

あなたにとって、身近なまわりの人や大切な人は、大体、どれぐらい幸せだと思いますか。

あなたは、これからも浜松市に住み続けたいと感じますか。

あなたは、体を動かしたり運動したりすることができていると感じますか。

あなたは、身体的に健康な状態だと感じますか。

あなたは、精神的に健康な状態だと感じますか。

あなたは、心が安らぐ時間を持つことができていると感じますか。

身体的健康

精神的健康

時間的ゆとり

環境・エネルギー

分野

地方自治・
都市経営

健康・福祉

文化・生涯学習

子育て・教育

安全・安心
・快適

1
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2024 年 1月 31 日 

企画調整部企画課 

第１回浜松市基本計画検討委員会について 

（1）第 1回浜松市基本計画検討委員会の開催 

日時：2024 年 1月 16日（火）10 時～12時 

委員：別紙「浜松市基本計画検討委員会」名簿のとおり、委員長（市長）を含み 19名 

議事：（1）浜松市総合計画について  

(2) 策定スケジュールについて  

(3) 市民意識調査（アンケート）の中間報告について  

(4) 意見交換 

(2)委員からの主な意見 

①基本計画全般に対する提言

・主観的な幸福度や満足度などは非常に重要で 1つの軸になるが、最終的な計画の中ではそれに加

えて健康寿命や所得などの客観的な指標も見ながら、計画を考えていくといい。 

 ・現在の基本計画は章立てが分野別になっている。取り組みを考える上では、分野別にすると整

理はしやすいと思うが、市民は（まちが）どうなって欲しいのか、成し遂げたい姿を考える

と違う構成になるのではないか。縦軸と横軸のように、取組と成し遂げたい姿がマトリック

スにうまくまとまるとよい。 

・計画を実践して実現するのは市民であり、NPO や企業、商工会議所、大学などが基本計画の

背中を押すことで、市民協働ができるような計画になるとよい。 

 ②調査結果を受けた政策立案への提言 

・子育て教育の実感の割合が低く、今後、よく言われているＤＥ＆Ｉ、ダイバーシティ、エク

イティ、インクルージョンの文脈で、多様性に対応したようなサービスを作っていくことが

必要だろう。 

・今後やはり「自助・公助・共助」の 3 つのワードが重要だと思っている。市民自身が何をやっ

ていくのか、公助として何があるのか、共助でできることはこういうことがある、などを周

知することが重要。 

・「産業経済」「子育て・教育」「安全・安心」、「健康・福祉」といった、生命や生活に直接関わる

ような分野について重要だと考えている一方、「文化・生涯学習」や「地方自治・都市経営」と

いうのは、やや重要度は低くなっている。ベーシックなところの満足度が高くなれば、「文化・

生涯学習」あるいは「地方自治・都市経営」というところへの関心も高くなるということで、全

体的な底上げが必要かと思う。 

  ・最近は、スマートウォッチや健常者向けのより健康になるツールが世界中で作られている中で、

例えばこういったデジタル分野のスタートアップが、今後浜松で新しく生まれたり、新しく来て

いただくことで、より強固な取り組みができるとよい。 

資料 4 
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・地域への愛着度が高いというところは、大きな強みである一方、地域からは、地域の住民同士の

関係の希薄化という声も多く聞いている。この希薄化と愛着度がうまく合致していけたらいい。

住民だからこそできる緩やかな見守りを、どう掛け合わせていくか。 

・再生可能エネルギー等の実感度が低い。もう少し啓発的にやっていかないといけない。2030 年に

は、2013 年度比（CO2排出量）46％削減、2050 年にはカーボンニュートラルを実現すると言って

いる。この基本計画は今後 10年間であり、しっかり皆さんの啓発につなげてほしい。 

・浜松市は非常に広い地域を持ち、山間地、中山間地、或いは郊外地、中心市街地、こうした地域

別に整理していく際に、環境エネルギーについても、どういう対策がその地域に望ましいと考え

られるか、ニーズが多様化している時代であり、一般市民のニーズ全体に平均でならして対応す

るということではなく、メリハリをつけた、落とすべき施策が地域に落ちていくという計画にな

るとよい。 

・「景観」「暮らしやすさ」は比較的よいと思ったが、現基本計画で言われているメリハリをつける

コンパクトシティ化を進めていくことは引き続きやっていかないといけない大きな課題。 

・空き家施策が遅れていて、ストック活用をいかに進めるかを早急にしっかりやっていかないと、

都市計画の今後の主流の展開から遅れるのではないかという気がしている。 

・高齢者の方の足の確保については従来からいろいろな施策が、特に山間地域で行われてきたが、

根本的な解決には至っていない。さらに、今回の区の再編により、区が大きくなったところがあ

るわけなので、区内移動という新しいテーマが出てきた。 

・中心市街地のにぎわいの問題は、もう数十年にわたってずっと取り組んでいる。特に道路街路関

係で、ここ数年非常に大きな進展があり、いわゆる「ウォーカブル」や 2020 年の道路法の改正

による「ほこみち」など、かなり革命的に新しい状況が生まれている。そういうものも活用しな

がら中心市街地の活性化に、再チャレンジしてほしい。 

・子育てや教育の向上についてのいろいろな取組の背後には、それを下支えする労力とか時間が必

要。主には学校の先生、教員のワークライフバランスも保障してほしい。 

・「農林水産物のブランド化」について、例えば「三ヶ日みかん」や「篠原の玉ねぎ」など皆さん

が思い浮かぶようなものは、農家の人口も多く、農地面積も多い。ブランド化されていくと、農

業人口や、農地の保全にもつながる。今後もデータを生かしながら施策を考えてほしい。 

・外国人労働者や技能実習生とどう共生していくか。浜松市は多文化共生として、外国人と一緒に

住むという先駆的なまちであり、より強化をしていかないといけない。 

・今ＥＶ化、水素が出ており、特にこの浜松地方、遠州地方の自動車産業の構造が変わったときに

どうなるのかというのは問題。また、今までの 20年 30 年とは違うフェーズで、賃上げとインフ

レが出ているので、それが生活をどう変えていくかというような視点が必要。今後の 10 年は急

激に変わる。 

・中心市街地がどうあるべきか。街の顔として、駅前や市役所の周りが、市民の皆さんが誇りを持

てるようなものになるとよい。 

③市民意識調査（アンケート）結果に対する所感 

・自治会や地域行事などの地域活動への参加について、4 割近い市民が盛んだと答えている。

浜松市は昔から自治会をはじめとした地域のつながりが強いと言われており、この結果は、
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改めて数値として表れている。 

・地域への愛着を 6割近くの人が感じている。浜松に愛着を持って住んでいれば、その子どもも

一旦市外へ出てもいずれ戻ってくる可能性が高い。このことは、浜松の非常に大きな強みであ

る。 

・「健康・福祉」の分野で、現在重要だと思う分野としては 3 位だが、10 年後では 1 位になる。今

は健常な状態だが、将来的な漠然とした不安というところが反映されているのではないか。 

・浜松市は正規ではない雇用の方、外国の派遣などが多い。生活が安定していくことによって、い

ろんなところに目を向けるような余裕が出てくると思うし、安定するからこそ、子どもを産み育

てていくところにもつながっていくのではないか。 

・「自然環境の豊かさ」や「生活環境の快適さ」に非常に満足度が高いが、エネルギーに関しての

意識は重要度も、実感度とも低い。自然環境が恵まれていることの当たり前さには気づいていな

いが、生活の質の豊かさというのはしっかり感じられている、そこが非常に浜松市ならではの現

状ではないか。 

・実感度の質問というのは非常に重要。K PI に実際の数字を使うというのは、達成ができそうな数

字をあらかじめ指標に選べばすぐ達成できる。ところが実感度となるとあくまでも市民評価なの

で確実に出てくる。 

・ひとり親で、今日食べるのも大変で、子ども食堂とかフードバンクに頼っている人はアンケート

に答えないだろう。今回の回答者は持ち家で 20 年以上居住の人が多く、逆にそう思っていない

人（幸福の実感が低い人）は、回答する余裕はなかったとすると、アンケート結果をそのまま見

て「よかった」とはならないのではないか。 

・回答者の 37.7％に「子どもがいない」という状況。これから少子化が進む中で、子どものいる人

の声がどんどん小さくなっていってしまうことを懸念している。 

・実際に、子育て支援の充実を「あまり感じない」「感じない」という方は、どういうところが感

じないのか具体的にわかると、浜松を良くしていくための参考になる。 
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浜松市基本計画検討委員会 名簿 

現行基本 

計画分野
委員の分野 所属 役職等 氏名 

- - 浜松市 市長 中 野  祐 介 

産業経済 
産業分野 浜松商工会議所 会頭 斉 藤  薫 

農林水産分野 浜松市農業委員会 会長 松 島  好 則 

子育て・教育
子育て分野 浜松民間保育園長会 会長 中 村  勝 彦 

教育分野
公立大学法人静岡文化芸術大学 

文化政策学部 国際文化学科 
教授 高 木  邦 子 

安全・安心・

快適 
危機管理、 

消防分野

浜松の企業が手をつなぐ災害支援

ネットワークはままつ na net 

代表世話人 

事務局長 
鈴木 まり子 

安全、安心分野 浜松市消費者団体連絡会 会長 野 中  正 子 

都市基盤分野 

（都市計画）

国立大学法人埼玉大学大学院 

理工学研究科 
教授 久 保 田  尚 

都市基盤分野 

（交通）

国立大学法人豊橋技術科学大学 

建築・都市システム学系 
教授 浅野 純一郎 

環境・ 

エネルギー 環境分野
学校法人静岡理工科大学  

理工学部建築学科  
准教授 石 川  春 乃 

カーボンニュー

トラル分野
株式会社浜松新電力 事業部長 北 村  武 之 

健康・福祉 
福祉分野

浜松市社会福祉協議会 

地域支援課 
副主幹 鈴 木  美 枝 

医療分野
国立大学法人浜松医科大学 

健康社会医学講座 
教授 尾 島  俊 之 

健康分野
社会福祉法人聖隷福祉事業団 

保健事業部聖隷予防検診センター 
事務長 池 田  孝 行 

文化・ 

生涯学習 
創造都市・ 

文化分野

国立大学法人静岡大学 

情報学部情報社会学科 

情報学部長 

学術院情報学領域長 
笹 原  恵 

スポーツ分野
学校法人常葉大学健康プロデュー

ス学部心身マネジメント学科 
准教授 吉 田  早 織 

地方自治・ 

都市経営 自治体経営分野
公立大学法人静岡文化芸術大学 

文化政策学部文化政策学科 

特任教授 

副学長 
森  俊 太 

市民協働分野 浜松市自治会連合会 会長 廣 野  篤 男 

デジタル分野 株式会社日本総合研究所 プリンシパル 東  博 暢 
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